
10

そうじゃ  議会だより

11

早
急
に
建
設
が
で
き
た
ら
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
る
。
総
社
市

に
決
め
て
も
ら
う
大
前
提
で
、

ユ
ニ
チ
カ
跡
地
は
今
考
え
ら
れ

る
最
善
の
場
所
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　　
陳
情
に
は
場
所
は
な
く
、

陳
情
に
は
場
所
は
な
く
、

陳
情
そ
の
も
の
は
大
い
に

陳
情
そ
の
も
の
は
大
い
に

採
択
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
ビ

採
択
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
市
の
核
を
実

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
市
の
核
を
実

現
し
て
こ
の
問
題
を
突
破
し
て

現
し
て
こ
の
問
題
を
突
破
し
て

ほ
し
い
。

ほ
し
い
。

Ａ
　
障
が
い
の
あ
る
人
に
ど

う
い
う
支
援
、
協
力
が
で

き
る
か
、
市
全
体
で
考
え
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
誘
致

を
核
と
し
て
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
支
援
体
制
を
確
立
し
て
い

き
た
い
。

環
境
面
か
ら
場
所
は

適
当
か

Ｑ
　　
ユ
ニ
チ
カ
跡
地
を
市
へ

ユ
ニ
チ
カ
跡
地
を
市
へ

返
還
し
た
と
き
、
ユ
ニ
チ

返
還
し
た
と
き
、
ユ
ニ
チ

カ
が
用
途
区
域
の
変
更
を
申
し

カ
が
用
途
区
域
の
変
更
を
申
し

出
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

出
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

Ａ
　
現
状
は
工
業
地
域
で
あ

る
。
そ
の
当
時
、
す
ぐ
に
変

更
す
る
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て

な
い
。
特
別
支
援
学
校
を
持
っ

て
く
る
こ
と
に
よ
り
、
用
途
区

域
の
一
部
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ
　　
ユ
ニ
チ
カ
跡
地
は
、
近

ユ
ニ
チ
カ
跡
地
は
、
近

く
に
川
も
あ
り
、
本
当
に

く
に
川
も
あ
り
、
本
当
に

の
子
ど
も
に
応
じ
た
指
導
な
ど

特
別
支
援
教
育
が
充
実
す
る
と

思
う
。

ユ
ニ
チ
カ
跡
地
は

企
業
誘
致
と
し
て
の

利
用
価
値
も

Ｑ
　　
ユ
ニ
チ
カ
跡
地
で
、
小

ユ
ニ
チ
カ
跡
地
で
、
小

中
学
部
、
高
等
部
教
室
、

中
学
部
、
高
等
部
教
室
、

体
育
館
、
運
動
場
な
ど
を
つ
く

体
育
館
、
運
動
場
な
ど
を
つ
く

る
面
積
が
確
保
で
き
る
の
か
懸

る
面
積
が
確
保
で
き
る
の
か
懸

念
し
て
い
る
。

念
し
て
い
る
。

Ａ
　
ま
だ
、
県
が
規
模
、
学

区
の
範
囲
を
決
め
て
い
な

い
の
で
、
絶
対
に
必
要
な
面
積

は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
つ
の
目

安
と
し
て
岡
山
南
養
護
学
校
が

３
万
㎡
の
敷
地
で
２
万
㎡
の
建

物
敷
地
、
運
動
場
が
４
５
０
０

㎡
、
あ
と
実
習
地
も
必
要
と
い

う
こ
と
な
ら
ば
、
周
辺
農
地
の

借
用
も
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
　　
基
本
は
土
地
ま
で
県
が

基
本
は
土
地
ま
で
県
が

す
べ
き
と
思
う
。
ユ
ニ
チ

す
べ
き
と
思
う
。
ユ
ニ
チ

カ
跡
地
は
企
業
誘
致
に
よ
り
雇

カ
跡
地
は
企
業
誘
致
に
よ
り
雇

用
、
税
収
面
で
利
用
価
値
が
創

用
、
税
収
面
で
利
用
価
値
が
創

出
で
き
る
非
常
に
い
い
土
地
。

出
で
き
る
非
常
に
い
い
土
地
。

他
の
場
所
を
模
索
す
る
こ
と
も

他
の
場
所
を
模
索
す
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
市
で
は
、
県
が
財
政
難

で
あ
り
、
誘
致
条
件
と
し

て
土
地
の
無
償
提
供
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、

ッ
ト
は
何
か
。

ッ
ト
は
何
か
。

Ａ
　
財
政
面
で
は
、
校
舎
や

建
物
は
県
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
。
ユ
ニ
チ
カ
跡
地
の

周
辺
道
路
は
現
在
の
計
画
で
十

分
整
備
で
き
る
の
で
、
新
た
な

財
政
負
担
は
不
要
。
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
に
は
、
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
教
育
が
必
要
で
、
保
護
者

に
も
支
援
、
相
談
事
業
が
必
要

と
な
る
の
で
、
専
門
知
識
を
も

っ
た
人
と
連
携
が
図
れ
、
個
々

別
支
援
学
校
卒
業
後
の
対
策
、

別
支
援
学
校
卒
業
後
の
対
策
、

就
職
支
援
、
救
済
の
考
え
が
あ

就
職
支
援
、
救
済
の
考
え
が
あ

る
か
。

る
か
。

Ａ
　
福
祉
目
的
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
い
う
条
件
と
聞

い
て
お
り
、
今
回
の
話
は
譲
渡

の
条
件
に
合
致
す
る
と
考
え
て

い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も

新
設
学
校
に
職
業
訓
練
的
な
こ

と
も
行
え
る
も
の
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　　
特
別
支
援
学
校
を
誘
致

特
別
支
援
学
校
を
誘
致

す
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

す
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

県
と
協
議
し
、
設
置
を
働
き
か

け
た
い
と
い
う
説
明
を
受
け
て
、

次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
り

ま
し
た
。

就
職
支
援
・
救
済
の

考
え
は

Ｑ
　　
ユ
ニ
チ
カ
跡
地
は
、
譲

ユ
ニ
チ
カ
跡
地
は
、
譲

渡
の
条
件
と
し
て
特
定
目

渡
の
条
件
と
し
て
特
定
目

的
に
使
用
制
限
さ
れ
て
い
る
土

的
に
使
用
制
限
さ
れ
て
い
る
土

地
で
あ
り
、
設
置
に
問
題
は
な

地
で
あ
り
、
設
置
に
問
題
は
な

い
か
。
特
別
支
援
学
校
を
つ
く

い
か
。
特
別
支
援
学
校
を
つ
く

る
の
は
結
構
な
こ
と
だ
が
、
特

る
の
は
結
構
な
こ
と
だ
が
、
特

よ
う
県
へ
強
く
要
望
し
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

倉
敷
・
総
社
地
域
が

候
補
地
に

　
平
成
20
年
９
月
に
は
市
民
の

間
で
「
総
社
市
に
特
別
支
援
学

校
を
つ
く
る
会
」
が
設
立
さ
れ
、

４
万
４
０
０
０
人
を
超
え
る
署

名
が
集
ま
り
、
県
知
事
、
県
教

育
長
に
要
望
書
の
提
出
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
矢
先
、
岡
山
県
が
平

成
21
年
３
月
に
「
岡
山
県
特
別

支
援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
を
発

表
。
そ
の
中
で
「
新
設
校
の
設

置
場
所
に
つ
い
て
は
、
倉
敷
、

総
社
地
域
等
を
候
補
地
域
と
す

る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度
か

ら
具
体
的
な
設
置
場
所
や
学
校

規
模
等
に
つ
い
て
検
討
を
始
め

ま
す
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
も
と
に
、「
総
社
市
に

特
別
支
援
学
校
を
つ
く
る
会
」

か
ら
陳
情
書
が
議
会
に
提
出
さ

れ
、
６
月
定
例
市
議
会
で
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
15
日
に
は
、
担
当
委
員

会
で
あ
る
総
務
文
教
委
員
会
、

６
月
18
日
に
は
市
議
会
全
員
協

議
会
を
開
催
。
今
ま
で
の
経
緯

や
ユ
ニ
チ
カ
跡
地
を
設
置
候
補

地
と
し
て
無
償
貸
与
の
条
件
で

ろ
か
ら
一
般
質
問
で
議
論
が
さ

れ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
実
現

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の

で
し
た
。
最
近
で
は
平
成
20
年

６
月
定
例
市
議
会
で
の
一
般
質

問
で
市
民
が
起
こ
し
た
特
別
支

援
学
校
設
立
要
望
署
名
運
動
に

対
す
る
市
長
の
考
え
を
、
議
員

が
問
い
た
だ
し
た
こ
と
か
ら
こ

の
問
題
が
再
燃
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
時
、
障
が
い
者
支
援
と

し
て
「
総
社
市
に
特
別
支
援
学

校
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い

う
市
民
の
大
な
る
声
、
ま
た
、

知
的
障
が
い
や
肢
体
不
自
由
の

あ
る
児
童
生
徒
が
市
外
に
通
学

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状

を
鑑
み
て
、
市
内
に
特
別
支
援

学
校
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
「
遠
距

離
通
学
を
強
い
ら
れ
、
保
護
者

や
児
童
生
徒
の
負
担
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
備
、
高

梁
な
ど
も
含
め
た
地
理
的
条
件

か
ら
、
ぜ
ひ
総
社
市
に
特
別
支

援
学
校
を
設
置
し
て
も
ら
え
る

　
特
別
支
援
学
校
―
こ
れ
は
、

平
成
18
年
６
月
の
学
校
教
育
法

の
改
正
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ

る
幼
児
児
童
生
徒
の
自
立
と
社

会
参
加
の
実
現
に
向
け
て
、
一

人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
適
切
な
指
導
・
支
援
を

行
う
た
め
、
平
成
19
年
４
月
か

ら
新
設
さ
れ
た
学
校
で
、
こ
れ

ま
で
の
盲
・
聾ろ

う

・
養
護
学
校
に

あ
た
り
ま
す
。
岡
山
県
で
は
、

県
南
部
に
お
け
る
特
別
支
援
学

校
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
特
別
支
援
学
校

の
新
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
を
総
社
圏
域
に
誘

致
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
本
格

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
と
な
い

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
総
社
市
議
会
に
も

陳
情
が
寄
せ
ら
れ
、
審
議
を
重

ね
ま
し
た
。

負
担
が
多
い

遠
距
離
通
学

　
こ
の
問
題
は
、
平
成
６
年
ご

岡山南養護学校（岡山市南区内尾）

岡
山
県
が
県
南
に
新
設
を
検
討

総
社
圏
域
誘
致
に
向
け
意
見
書
提
出

特 別 支 援 学 校

総社市への特別支援学校設置を求める意見書

平成１９年４月１日，改正学校教育法の施行により，特

別支援教育の一層の推進が求められているが，昨今の幼児

児童生徒の障がいは，重度・重複化，多様化の傾向が見られ，

支援の必要な子どもも増加している。

現在，総社圏域に特別支援学校が設置されていないため，

圏域に在住する重い知的障がいや肢体不自由のある児童生

徒が，スクールバス等による遠距離通学を強いられており，

児童生徒はもとより，その保護者にとって精神的・身体的

に大きな負担となっている。また，小・中学校に設置して

いる特別支援学級に就学せざるを得ない現状もある。この

ことは，障がいのある子どもたちが適正な就学を行う上で

重大な支障となっている。

こうした中，岡山県教育委員会が公表した「特別支援教

育推進プラン」に，倉敷・総社地域等を候補地域とした特

別支援学校新設について明記されていることから，新設の

特別支援学校を総社市へ設置するよう強く要望する。

以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成２１年６月１８日

岡山県総社市議会　


